
ひきこもり支援者研修会
ＣＲＡＦＴを活用した
ひきこもりの家族支援

核家族化、共働き世帯の増加などにより、家族や地域住民のつ
ながりが希薄になっています。社会的孤立 も増え、生活困難な

状況が複雑、多様化してきている中、高齢者・障がい者・児童な
ど対象者を区分して実 施される公的支援制度の「縦割り」の限
界が指摘されています。 そこで今後分野をまたがって包括的

に支援する「丸ごと」支援の必要性や「他人事」ではなく「わが
事」 として自分たちの暮らしや地域をとらえ、住民相互が支え合

う地域づくりについて学ぶために開催します。

小松島市重層的支援体制整備事業

ひきこもりとなった状態が長期化・高年齢化していることや、当事者とその家族等が抱える
悩みが多岐にわたることを踏まえ、当事者・家族等に対しての支援等を担う小松島市の関
係機関や支援団体等を対象にCRAFTの研修会を行います。 

日程 令和6年1月24日（水）
時間 13:30～15:30

会場 小松島市役所 4F大会議室
（小松島市横須町1-1）

参加無料

① 「CRAFTを活用したひきこもりの家族支援」
小西 友氏 （JA徳島厚生連 阿南医療センター 公認心理師・臨床心理士）

② 「小松島市の重層的支援体制整備事業の取組みについて」
 清水 智子氏 （小松島市社会福祉協議会 相談支援包括化推進員）

厚生労働省『ひきこもりの評価・支援に関するガイドライン』では、家族がひきこもりの本人
に相談や受診を進めるためのアドバイスとしてはCRAFTが参考になると記載されています。 

～お問い合わせ～
小松島市介護福祉課

（小松島市横須町1番1号）

 TEL 0885-32-3507 （担当：福住）

申込みはQRコードから
主催：小松島市介護福祉課
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